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(57)【要約】
　画像を表示するための方法は、内視鏡の第１撮像素子
からの画像の少なくとも１つの特性を内視鏡の第２撮像
素子からの画像の少なくとも１つの対応する特性と一致
させるように調整するステップを含む。少なくとも１つ
の特性は、色、コントラスト、および輝度の１つ以上と
することができる。内視鏡システムは、第１撮像素子お
よび第２撮像素子を含む内視鏡と、内視鏡の第１撮像素
子からの画像および内視鏡の第２撮像素子からの画像を
表示するディスプレイ装置とを含み、画像は、被写体が
撮像素子から等距離に配置されたときに画像内で略同一
大きさに見えるように、サイジングが実行される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の第１撮像素子からの画像の少なくとも１つの特性を、同一または異なる内視鏡
の第２撮像素子からの画像の少なくとも１つの対応する特性と一致させるように調整する
ステップ、
　を含む、画像を表示するための方法。
【請求項２】
　前記特性が色である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記特性がコントラストである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記特性が輝度である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの特性が第１および第２特性を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１および第２特性が色およびコントラストである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１および第２特性が色および輝度である、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１および第２特性がコントラストおよび輝度である、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの特性が第１、第２、および第３特性を含む、請求項５に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記第１、第２、および第３特性が色、コントラスト、および輝度である、請求項９に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記調整が実時間で連続的に実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記調整ステップが、
　前記第１撮像素子からの画像のＲＧＢ色の各々に対するヒストグラムおよび前記第２撮
像素子からの画像のＲＧＢ色の各々に対するヒストグラムを作成する工程と、
　前記第１撮像素子からの画像の各ヒストグラムの色域を前記第２撮像素子からの画像の
対応するヒストグラムの色域と一致させるように調整する工程と、
　ガンマ係数を使用して、前記第１撮像素子からの画像の各ヒストグラムの色レベルを前
記第２撮像素子からの画像の対応するヒストグラムの色レベルと一致させるように調整す
る工程と、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　撮像素子が相互に対面するように構成され、内視鏡の第１撮像素子からの画像および同
一または異なる内視鏡の第２撮像素子からの画像を横に並べて配置するステップと、
　画像の１つの左右を反転させるステップと、
　を含む、画像を表示するための方法。
【請求項１４】
　内視鏡の第１撮像素子からの画像および同一または異なる内視鏡の第２撮像素子からの
画像をディスプレイ装置に配置するステップと、
　被写体が撮像素子から等距離に配置されたときに両方の画像内で略同一大きさを持つよ
うに見えるように、画像のサイジングを行なうステップと、
　を含む、画像のサイジングのための方法。
【請求項１５】
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　内視鏡の第１および第２撮像素子からの画像データを、ディスプレイ装置上に同時に表
示するために、１つのコンピュータファイルに配置するステップ、
　を含む、画像を処理するための方法。
【請求項１６】
　前記撮像素子からの画像データが時間相関される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記画像の１つだけからの患者情報データを、前記ディスプレイ装置上に画像と同時に
表示するために、前記コンピュータファイルに配置するステップ
　をさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　第１撮像素子と、
　第２撮像素子と、
　前記第１撮像素子からの画像の少なくとも１つの特性を、前記第２撮像素子からの画像
の少なくとも１つの対応する特性と一致させるように調整するコントローラと、
　を含む、内視鏡システム。
【請求項１９】
　前記特性が色である、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記特性がコントラストである、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記特性が輝度である、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの特性が第１および第２特性を含む、請求項１８に記載のシステム
。
【請求項２３】
　前記第１および第２特性が色およびコントラストである、請求項２２に記載のシステム
。
【請求項２４】
　前記第１および第２特性が色および輝度である、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記第１および第２特性がコントラストおよび輝度である、請求項２２に記載のシステ
ム。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つの特性が第１、第２、および第３特性を含む、請求項２２に記載の
システム。
【請求項２７】
　前記第１、第２、および第３特性が色、コントラスト、および輝度である、請求項２６
に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記コントローラが、
　前記第１撮像素子からの画像のＲＧＢ色の各々に対するヒストグラムおよび前記第２撮
像素子からの画像のＲＧＢ色の各々に対するヒストグラムを作成し、
　前記第１撮像素子からの画像の各ヒストグラムの色域を、前記第２撮像素子からの画像
の対応するヒストグラムの色域と一致させるように調整し、かつ
　ガンマ係数を使用して、前記第１撮像素子からの画像の各ヒストグラムの色レベルを第
２撮像素子からの画像の対応するヒストグラムの色レベルと一致させるように調整する、
　請求項１８に記載のシステム。
【請求項２９】
　第１撮像素子と、
　第２撮像素子と、
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　前記第１撮像素子からの画像および前記第２撮像素子からの画像を横に並べて表示する
ディスプレイ装置と、
　を備え、前記撮像素子が相互に対面するように構成され、前記画像の１つが左右を反転
される、内視鏡システム。
【請求項３０】
　第１撮像素子と、
　第２撮像素子と、
　前記第１撮像素子からの画像および前記第２撮像素子からの画像を表示するディスプレ
イ装置と、
　を備え、被写体が前記撮像素子から等距離に配置されたときに画像内で略同一大きさを
持つように見えるように、前記画像のサイジングが行なわれる、内視鏡システム。
【請求項３１】
　第１撮像素子と、
　第２撮像素子と、
　前記第１および第２撮像素子からの画像データを、ディスプレイ装置に同時に表示する
ために１つのコンピュータファイルに配置するコントローラと、
　を備えた内視鏡システム。
【請求項３２】
　前記撮像素子からの画像データが時間相関される、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記コントローラが、１つの画像だけからの患者情報データを、前記ディスプレイ装置
上に画像と同時に表示するために、前記コンピュータファイルに配置する、請求項３１に
記載のシステム。
【請求項３４】
　第１撮像素子と、
　前記第１撮像素子と対面する第２撮像素子と、
　を含む内視鏡と、
　第２撮像素子からの反転画像を表示するディスプレイ装置と、
　を備えた内視鏡システム。
【請求項３５】
　第１撮像素子と、
　前記第１撮像素子と対面する第２撮像素子と、
　を含む内視鏡を備え、
　前記第１撮像素子によって生成された画像および前記第２撮像素子によって生成された
画像の一方を反転して、観察される被写体の位置が両方の画像で同じ一般的位置に表示さ
れるように構成された、内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、２００６年５月１９日に出願した米国特許仮出願第６０／８０１，７４８号
の特典を主張し、その開示全体が参照によって本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、画像を作成しかつ改善するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　複数のカメラおよび光源を備えた複数の内視鏡装置は、医療処置、小管の点検、または
遠隔監視に使用することができる。例えばそのような内視鏡装置として、可撓性チューブ
と、該可撓性チューブの遠端に装着されたカメラおよび光源とを含む、医療用内視鏡があ
る。内視鏡は、診断のため体腔および組織を検査するために、身体開口部を通して体腔内
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に挿入可能である。内視鏡のチューブは１つ以上の長手方向チャネルを有し、それを通し
て器具は体腔に到達して、疑わしい組織のサンプルを採取するか、またはポリープ切除術
のような他の外科的処置を実行することができる。
【０００４】
　多くの種類の内視鏡が存在し、それらが使用される器官または領域に関連して命名され
る。例えば、胃内視鏡は食道、胃、および十二指腸の検査および治療に使用され、結腸鏡
は結腸に、気管支鏡は気管支に、腹腔鏡は腹腔に、Ｓ状結腸鏡は直腸およびＳ状結腸に、
関節鏡は関節に、膀胱鏡は膀胱に、血管鏡は血管の検査に使用される。
【０００５】
　各内視鏡は、近端の接眼レンズまたはビデオカメラに画像を伝達するために、可撓性チ
ューブの遠端に装着された単一の前方ビューイングカメラを有する。カメラは、医療専門
家が内視鏡を体腔内に前進させ、かつ異常を探すのを支援するために使用される。カメラ
は医療専門家に、内視鏡の遠端からの二次元像を提供する。異なる角度からの像または異
なる部分の像を捕捉するには、内視鏡を再配置するか、前後に移動させなければならない
。内視鏡の再配置および移動は処置を長引かせ、患者の不快感、合併症、およびリスクの
増大の原因になる。加えて、下部消化管と同様の環境では、器官の屈曲、組織の皺襞、お
よび特異な形状のため、内視鏡のカメラで器官の全領域を観察することが妨げられえる。
見えない領域は、潜在的に悪性の（癌性の）ポリープを見落とす原因になり得る。
【０００６】
　この問題は、補助カメラおよび補助光源を設けることによって克服することができる。
補助カメラおよび光源は、主カメラおよび光源と対面するように向き付けられ、こうして
内視鏡の主カメラによって見ることのできない領域の画像を提供することができる。これ
らのカメラおよび光源のこの配置により、領域または異常の正面像および背面像の両方を
提供することができる。ポリープの基部の周りにワイヤループを配置することによってポ
リープを切除するポリープ切除術の場合、該カメラ配置により、隣接する健康な組織の損
傷を最小化するように、ワイヤループをより適切に配置することが可能になる。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明は、内視鏡の撮像素子によって生成されたビデオ画像を作成しかつ改善するため
の装置および方法に関する。
【０００８】
　本発明の一態様では、画像を表示するための方法は、内視鏡の第１撮像素子からの画像
の少なくとも１つの特性を内視鏡の第２撮像素子からの画像の少なくとも１つの対応する
特性と一致させるように調整するステップを含む。特性は、色、コントラスト、および輝
度のうちの１つ以上とすることができる。
【０００９】
　好適な実施形態では、調整ステップは、第１撮像素子からの画像のＲＧＢ色の各々のヒ
ストグラムおよび第２撮像素子からの画像のＲＧＢ色の各々のヒストグラムを作成するス
テップと、第１撮像素子からの画像の各ヒストグラムの色域を第２撮像素子からの画像の
対応するヒストグラムの色域と一致させるように調整するステップと、ガンマ係数を用い
て、第１撮像素子からの画像の各ヒストグラムの色レベルを第２撮像素子からの画像の対
応するヒストグラムの色レベルと一致させるように調整するステップとを含む。
【００１０】
　本発明の別の態様では、画像を表示するための方法は、撮像素子が相互に対面するよう
に構成され、内視鏡の第１撮像素子からの画像および内視鏡の第２撮像素子からの画像を
横に並べて配置するステップと、画像の１つの左右を反転させるステップとを含む。
【００１１】
　本発明のさらに別の態様では、画像のサイジングのための方法は、内視鏡の第１撮像素
子からの画像および内視鏡の第２撮像素子からの画像をディスプレイ装置に配置するステ
ップと、被写体が撮像素子から等距離に配置されたときに画像内で略同一大きさを持つよ



(6) JP 2009-537284 A 2009.10.29

10

20

30

40

50

うに見えるように、画像のサイジングを行なうステップとを含む。
【００１２】
　本発明のさらなる別の態様では、画像を処理するための方法は、内視鏡の第１および第
２撮像素子からの画像データを、ディスプレイ装置に同時に表示するために１つのコンピ
ュータファイルに配置するステップを含む。撮像素子からの画像データは時間相関するこ
とが好ましい。
【００１３】
　好適な実施形態では、患者情報データもまた、ディスプレイ装置上に画像と同時に表示
するために、コンピュータファイルに配置される。
【００１４】
　さらなる好適な実施形態では、タイムスタンプが、ディスプレイ装置上に画像および患
者情報データと同時に表示するために、コンピュータファイル内に配置される。
【００１５】
　本発明のさらなる別の態様では、内視鏡システムは、第１撮像素子および第２撮像素子
を有する内視鏡と、内視鏡の第１撮像素子からの画像の少なくとも１つの特性を内視鏡の
第２撮像素子からの画像の少なくとも１つの対応する特性と一致させるように調整するコ
ントローラとを含む。少なくとも１つの特性は、色、コントラスト、および輝度の１つ以
上とすることができる。
【００１６】
　好適な実施形態では、コントローラは、第１撮像素子からの画像のＲＧＢ色の各々のヒ
ストグラム、および第２撮像素子からの画像のＲＧＢ色の各々のヒストグラムを形成し、
第１撮像素子からの画像の各ヒストグラムの色域を第２撮像素子からの画像の対応するヒ
ストグラムの色域と一致させるように調整し、ガンマ係数を使用して、第１撮像素子から
の画像の各ヒストグラムの色レベルを第２撮像素子からの画像の対応するヒストグラムの
色レベルと一致させるように調整する。
【００１７】
　本発明のさらなる態様では、内視鏡システムは、第１撮像素子および第２撮像素子を含
む内視鏡と、内視鏡の第１撮像素子からの画像および内視鏡の第２撮像素子からの画像を
横に並べて表示するディスプレイ装置とを含み、撮像素子は相互に対面し、画像の１つは
左右を反転される。
【００１８】
　本発明の別のさらなる態様では、内視鏡システムは、第１撮像素子および第２撮像素子
を含む内視鏡と、内視鏡の第１撮像素子からの画像および内視鏡の第２撮像素子からの画
像を表示するディスプレイ装置とを含み、被写体が撮像素子から等距離に配置されたとき
に画像内で略同一大きさを持つように見えるように、画像のサイジングが行なわれる。
【００１９】
　本発明のさらに別の態様では、内視鏡システムは、第１撮像素子および第２撮像素子を
含む内視鏡と、内視鏡の第１および第２撮像素子からの画像データを、ディスプレイ装置
に同時に表示するために、１つのコンピュータファイルに配置するコントローラとを含む
。撮像素子からの画像データは時間相関することが好ましい。
【００２０】
　好適な実施形態では、患者情報データもまた、ディスプレイ装置上に画像と同時に表示
するために、コンピュータファイルに配置される。
【００２１】
　さらなる好適な実施形態では、タイムスタンプが、ディスプレイ装置上に画像および患
者情報データと同時に表示するために、コンピュータファイルに配置される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態に係る撮像アセンブリを備えた内視鏡の斜視図を示す。
【図２】図１の内視鏡の挿入チューブの遠端の斜視図を示す。
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【図３】図１に示した撮像アセンブリの斜視図を示す。
【図４】図１の内視鏡の遠端および撮像アセンブリの斜視図を示す。
【図５】図１の内視鏡と共に使用されるディスプレイ装置の略図を示す。
【図６】２つの画像および患者情報を示すスクリーンの略図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、本発明の例示的内視鏡１０を示す。この内視鏡１０は、体組織、器官、体腔ま
たは管腔の撮像が要求される多種多様な医療処置に使用することができる。処置の種類と
して、例えば肛門鏡検査、関節鏡検査、気管支鏡検査、結腸鏡検査、膀胱鏡検査、ＥＧＤ
、腹腔鏡検査、およびＳ状結腸鏡検査が挙げられる。
【００２４】
　図１の内視鏡１０は挿入チューブ１２と、一部分が挿入チューブ１２の内部に収容され
た撮像アセンブリ１４とを含む。図２に示す通り、挿入チューブ１２は２つの長手方向チ
ャネル１６を有する。しかし、一般的に、挿入チューブ１２は任意の数の長手方向チャネ
ルを持つことができる。器具はチャネル１６の１つを通して体腔に到達し、疑わしい組織
のサンプルを採取、またはポリープ切除術のような他の外科的処置を実行するような、任
意の所望の処置を実行することができる。器具は例えば薬剤注入用の伸縮自在な針、油圧
作動式はさみ、クランプ、把持具、電気凝固システム、超音波トランスデューサ、電気的
センサ、加熱素子、レーザ機構、および他の焼灼手段とすることができる。一部の実施形
態では、チャネルの１つを使用して、洗浄用の水のような洗浄液を供給することができる
。別のチャネルまたは同じチャネルを使用して、ＣＯ２または空気のようなガスを器官内
に供給することができる。チャネル１６はまた、流体を抽出するため、または液状担体中
の薬剤のような流体を体内に注入するために使用することもできる。チャネル１６を介し
て種々の生検、薬剤送達、ならびに他の診断および治療用装置を挿入し、特定の機能を実
行することもできる。
【００２５】
　挿入チューブ１２は操縦自在であるか、または図１に示すように操縦自在の遠端領域１
８を有することが好ましい。遠端領域１８の長さは、挿入チューブ１２の長さの任意の適
切な分数、例えば２分の１、３分の１、４分の１、６分の１、１０分の１、または２０分
の１とすることができる。挿入チューブ１２は、挿入チューブ１２の操作のための制御ケ
ーブル（図示せず）を持つことができる。制御ケーブルは挿入チューブ１２内に対称的に
配置され、かつ挿入チューブ１２の長さに沿って延びることが好ましい。制御ケーブルは
、挿入チューブ１２の遠端３６またはその付近に固定することができる。各々の制御ケー
ブルは、可撓性被覆中空チューブに収容されたワイヤを含む、ボーデンケーブルとするこ
とができる。ボーデンケーブルのワイヤは、ハンドル２２内のコントロール２０に取り付
けられる。コントロール２０を用いて、ワイヤを引っ張り、挿入チューブ１２の遠端領域
１８を所与の方向に屈曲させることができる。ボーデンケーブルは、挿入チューブ１２の
遠端領域１８を様々な方向に連接させるために使用することができる。
【００２６】
　図１に示すように、内視鏡１０は、挿入チューブ１２の近端２４に接続された制御ハン
ドル２２をも含むことができる。制御ハンドル２２は、挿入チューブ１２のチャネル１６
へのアクセスを制御するための１つ以上のポートおよび／または弁（図示せず）を有する
ことが好ましい。ポートおよび／または弁は、空気弁または送水弁、吸入弁、計装ポート
、および吸入／計装ポートとすることができる。図１に示すように、制御ハンドル２２は
さらに、挿入チューブ１２上の撮像素子、撮像アセンブリ１４、または両方により写真を
撮影するためのボタン２６を含むことができる。制御ハンドル２２の近端２８は、空気、
水、および吸入チャネル、ならびにポンプおよび関連処置具の間の流体連通をもたらす処
置具出口３０（図１）を含むことができる。同じ出口３０または異なる出口を、内視鏡１
０の遠端の照明部品および撮像部品への電線のために使用することができる。
【００２７】
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　図２に示す通り、内視鏡１０はさらに、どちらも挿入チューブ１２の遠端３６に配置さ
れた、撮像素子３２および光源３４を含むことができる。撮像素子３２は、例えばレンズ
、シングルチップセンサ、マルチチップセンサ、または光ファイバ実現素子を含むことが
できる。プロセッサおよび／またはモニタと電気的に通信する撮像素子３２は、静止画像
または録画もしくは生のビデオ画像を提供することができる。光源３４は、均等な照明を
提供するために、撮像素子３２から等距離にあることが好ましい。最適な撮像を達成する
ために、各光源３４の強度は調整することができる。撮像素子３２および光源３４のため
の回路は、プリント基板（ＰＣＢ）に組み込むことができる。
【００２８】
　図３および４に示す通り、撮像アセンブリ１４は管状体３８、管状体３８の近端４０に
接続されたハンドル４２、補助撮像素子４４、補助撮像素子４４から管状体３８の遠端４
８の間の物理的および／または電気的接続を提供するリンク４６、および補助光源５０（
図４）を含むことができる。補助光源５０はＬＥＤ素子とすることができる。
【００２９】
　図４に示す通り、内視鏡１０の撮像アセンブリ１４は、挿入チューブ１２の遠端に補助
撮像素子を提供するために使用される。この目的を達成するために、撮像アセンブリ１４
は内視鏡の挿入チューブ１２のチャネル１６の１つの内部に配置され、その補助撮像素子
４４は挿入チューブ１２の遠端３６より先に配置される。これは、最初に撮像アセンブリ
１４の遠端を内視鏡のハンドル１８から挿入チューブのチャネル１６内に挿入し、次いで
補助撮像素子４４および撮像アセンブリ１４のリンク４６が図４に示すように挿入チュー
ブ１２の遠端３６の外側に配置されるまで、撮像アセンブリ１４をさらにアセンブリ１４
内に押し込むことによって達成することができる。
【００３０】
　主および補助撮像素子３２、４４は各々、感光性半導体素子に入射した光を電気信号に
変換する電子装置とすることができる。撮像センサはカラーまたは白黒いずれかの画像を
検出することができる。撮像センサからの信号はデジタル化して、撮像センサに入射した
画像を再生するために使用することができる。一般的に使用される２つの型の画像センサ
として、日本国大阪の三洋電機によって製造されたＶＣＣ５７７４のような電荷結合素子
（ＣＣＤ）、およびカリフォルニア州サニーベールのＯｍｎｉＶｉｓｉｏｎによって製造
されたＯＶＴ６９１０のような相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）カメラチップがある
。主撮像素子３２はＣＣＤ撮像素子であり、補助撮像素子４４はＣＭＯＳ撮像素子である
ことが好ましい。
【００３１】
　撮像アセンブリ１４が挿入チューブ１２に適切に設置されるとき、撮像アセンブリ１４
の補助撮像素子４４は、図４に示すように後ろ向きに主撮像素子３２の方を向くことが好
ましい。補助撮像素子４４は、補助撮像素子４４および主撮像素子３２が隣接または重複
する観察領域を持つように向き付けることができる。代替的に、補助撮像素子４４は、補
助撮像素子４４および主撮像素子３２が同一領域の異なる像を同時に提供するように、向
き付けることができる。補助撮像素子４４は領域の逆向像を提供する一方、主撮像素子３
２は領域の正面像を提供することが好ましい。しかし、補助撮像素子４４は、主撮像素子
３２の軸線と略平行な像を含め、他の像を提供するように他の方向に向き付けることがで
きる。
【００３２】
　図４に示すように、リンク４６は補助撮像素子４４を管状体３８の遠端４８に接続する
。リンク４６は、変形後に実質的にその原形に戻る傾向のある可撓性形状記憶材料から少
なくとも部分的に作られた、可撓性リンクであることが好ましい。形状記憶材料は周知で
あり、形状記憶合金および形状記憶ポリマを含む。適切な可撓性形状記憶材料は、ニチノ
ールのような形状記憶合金である。可撓性リンク４６は、撮像アセンブリ１４の遠端を挿
入チューブ１２のアセンブリ１４の近端内に挿入し、次いで挿入チューブ１２の遠端３６
に向かって押し込むことができるように、直線化される。補助撮像素子４４および可撓性
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リンク４６が挿入チューブ１２の遠端３６から充分に押し出されると、可撓性リンク４６
は、図３に示すようにその自然屈曲形状を回復する。可撓性リンク４６の自然形状とは、
可撓性リンク４６が力または応力を何ら受けないときの可撓性リンク４６の形状である。
可撓性リンク４６がその自然屈曲形状を回復すると、補助撮像素子４４は図５に示すよう
に、実質的に後ろ向きに挿入チューブ１２の遠端３６の方を向く。
【００３３】
　図示した実施形態では、撮像アセンブリ１４の補助光源５０は可撓性リンク４６に、特
に可撓性リンク４６の湾曲凹部に配置される。補助光源５０は補助撮像素子４４のための
照明を提供し、図４に示すように補助撮像素子４４と実質的に同じ方向を向く。
【００３４】
　図１に示す内視鏡１０のような本発明の内視鏡は、図５に示すようにコントローラ５２
およびディスプレイ装置５４をも含み得る内視鏡システムの一部とすることができる。図
５に示す好適な実施形態では、コントローラ５２は、画像データを受信するために主およ
び補助撮像素子３２、４４に接続される。コントローラ５２は、画像データを処理し、か
つ処理された画像データをディスプレイ装置５４に送信するために使用することができる
。本明細書で使用する用語「コントローラ」は、広義に定義される。例えば一部の実施形
態では、コントローラは単に信号処理ユニットとすることができる。
【００３５】
　図５に示す実施形態では、ディスプレイ装置５４は、主撮像素子３２からの画像５６お
よび補助撮像素子４４からの画像５８を横に並べて表示する。本発明では、画像は異なる
ディスプレイ装置に表示することもでき、用語「横に並べて」とは単に、医療処置中に同
一オペレータがそれらを見ることができるように２つの画像が配置されることを単に意味
するものであってもよい。コントローラ５２は、主および補助撮像素子３２、４４からの
画像データを単一の信号に統合し、該信号をディスプレイ装置５４に送信することが好ま
しい。一部の実施形態では、ディスプレイ装置５４は、１６：９のアスペクト比を持つワ
イドスクリーンディスプレイを含む。２つの画像５６、５８は、ワイドスクリーンディス
プレイ上に表示するように適切にサイジングされることが好ましい。例えば主撮像素子３
２からの画像５６は、補助撮像素子４４からの画像５８より約１．５倍大きく表示するこ
とができる。このサイジング比は、２つの画像５６、５８の異なるアスペクト比を考慮に
入れるだけでなく、２つの画像の解像度を均衡させるためにも使用することができる。例
えば主撮像素子３２からの画像５６は１：１のアスペクト比で表示することができる一方
、補助撮像素子４４からの画像５８は４：３のアスペクト比を持つことができる。画像５
６、５８はまた、同一被写体が撮像素子３２、４４から等距離に配置されたときに画像５
６、５８内で略同一大きさを持つように見えるように、サイジングされることもできる。
図５に示す画像５６、５８は、縮尺通りに描かれていない。
【００３６】
　図５に示す通り、ディスプレイ装置５４上の画像５６、５８の１つは左右を反転させる
ことができる。この構成により、１つの画像５６の左側に現れる被写体６０は、他の画像
５８でも左側に現れる。同様に、１つの画像５６の右側に現れる被写体６２は、他の画像
５８、５６でも右側に現れる。加えて、被写体が画像５６、５８の１つで左側から右側に
動くときに、同一被写体は、他の画像５６、５８でも左側から右側に動く。また、１つの
画像内の被写体が時計回り方向に回転するように見える場合、被写体は他の画像でも時計
回り方向に回転するように見える。さらに、撮像素子３２、４４の動きは協調的であるよ
うに見える。この構成は、オペレータが両方の画像５６、５８内で被写体およびそれらの
動きを観察し、識別し、かつ相関させることを容易にする。
【００３７】
　２つの画像５６、５８のデータおよび場合により他のデータ６４、例えば患者情報デー
タまたはタイムスタンプは、１つのコンピュータファイルに格納されることが好ましい。
場合によっては、特許情報を２つの画像５６、５８の１つに関連付けることができる。格
納された画像５６、５８および場合により他のデータ６４は時間相関される（すなわち、
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それらが同時に取り込まれる）ことが好ましい。例えば図６に示すように、２つの画像５
６、５８および場合により他のデータ６４を、画像ファイル内で１つのスクリーン６６に
統合することができる。一部の実施形態では、２つの画像５６、５８および場合によって
他のデータ６４を１つのｊｐｅｇファイルに取り込むことができる。
【００３８】
　幾つかの好適な実施形態では、画像５６、５８および画像５６、５８内の被写体が同じ
ように見えるように、１つの画像５６、５８の１つ以上の特性を、他の画像５８、５６の
同一または同様の１つ以上の特性と一致させるように、調整することができる。特性は、
例えば色、コントラスト、および輝度を含むことができる。一実施例では、補助撮像素子
の画像５８の１つ以上の特性は、主撮像素子の画像５６の特性と一致するように調整され
る。一致させた画像は、オペレータが画像内の被写体を観察し、識別し、かつ相関させる
ことを容易にする。
【００３９】
　１つの好適な実施形態では、補助撮像素子の画像５８の特性を主撮像素子の画像５６の
特性に一致させるように調整するために、以下の技術が使用される。第一に、ＲＧＢ色の
各々のヒストグラムが補助撮像素子の画像５８に対して形成される（「現在のファイル」
と呼ばれる）。ヒストグラムを作成するために使用される画像は、過去の２つから１０の
画像、好ましくは過去の４つの画像のような、過去の画像の平均とすることができる。ま
た、ＲＧＢ色の各々のためのヒストグラムも、主撮像素子の画像５６に対して作成される
（「マスタファイル」と呼ばれる）。このヒストグラムは、過去の２つから１０の画像の
ヒストグラム、好ましくは過去の４つの画像のヒストグラムのような、過去の画像のヒス
トグラムの平均とすることができる。
【００４０】
　第二に、各ヒストグラムの最小値および最大値が二値化によって決定される。次いで、
補助撮像素子の画像の各ヒストグラムに対し、その色域を主撮像素子の画像の対応するヒ
ストグラムの色域に等化させるために、クリップアンドゲイン（ｃｌｉｐ　ａｎｄ　ｇａ
ｉｎ）が設定される。特に、補助撮像素子の画像の各ヒストグラムの最小値および最大値
が、主撮像素子の画像の対応するヒストグラムの最小値および最大値と一致するように調
整される。
【００４１】
　最後に、ガンマ係数は、補助撮像素子の画像のヒストグラムの色レベルを主撮像素子の
画像のヒストグラムの色レベルに一致させるように調整するために使用される。ガンマ係
数のための方程式は次の通りである。
　赤色ガンマ色バランス＝（ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｐｒｏｆｉｌｅ．ｍ＿ＡｖｅｒａｇｅＲｅ
ｄ＊ｍａｓｔｅｒ＿ａｖｅｒａｇｅ）／（ｍａｓｔｅｒ＿ｐｒｏｆｉｌｅ．ｍ＿Ａｖｅｒ
ａｇｅＲｅｄ＊ｃｕｒｒｅｎｔ＿ａｖｅｒａｇｅ）
　緑色ガンマ色バランス＝（ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｐｒｏｆｉｌｅ．ｍ＿ＡｖｅｒａｇｅＧｒ
ｅｅｎ＊ｍａｓｔｅｒ＿ａｖｅｒａｇｅ）／（ｍａｓｔｅｒ＿ｐｒｏｆｉｌｅ．ｍ＿Ａｖ
ｅｒａｇｅＧｒｅｅｎ＊ｃｕｒｒｅｎｔ＿ａｖｅｒａｇｅ）
　青色ガンマ色バランス＝（ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｐｒｏｆｉｌｅ．ｍ＿ＡｖｅｒａｇｅＢｌ
ｕｅ＊ｍａｓｔｅｒ＿ａｖｅｒａｇｅ）／（ｍａｓｔｅｒ＿ｐｒｏｆｉｌｅ．ｍ＿Ａｖｅ
ｒａｇｅＢｌｕｅ＊ｃｕｒｒｅｎｔ＿ａｖｅｒａｇｅ）
ガンマ係数を使用するのは、それらが単純かつ便利であり、白黒点を維持するためであり
、かつコードを従来のガンマ補正に再使用することができるためである。
【００４２】
　先鋭化、フレーム平均化、およびノイズ低減のような、さらなる画像処理を実行するこ
とができる。
【００４３】
　上述した画像は、静止画または連続ビデオ画像（例えばテレビ画像）とすることができ
る。画像がビデオ画像である場合、１つの画像の１つ以上の特性が別の画像のそれと一致
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するように調整される本発明の実施形態では、特性は実時間で連続的に（すなわち動的に
）調整される。例えばビデオ画像の特性は、画像の全てのフレームに対して調整されえる
。実時間調整の理由は、照明、被写体距離、または組織の色が変化するにつれて、ビデオ
画像が絶えず変化するからである。
【００４４】
　上記特徴の実現は、コントローラのソフトウェアまたはファームウェアによってデジタ
ル的に実行することができる。代替的に、画像操作はハードウェア画像チップセット、Ｆ
ＰＧＡ、または他の電気回路構成によって実行することができる。これらの画像操作技術
は、グラフィックおよび映像処理の分野で周知であり、詳述しない。
【００４５】
　上述した好適な実施形態では、画像は同一内視鏡の主および補助撮像素子からの画像で
あるが、画像は、腹腔鏡のような異なる内視鏡の撮像素子に由来することもできる。例え
ば処置中に２つの腹腔鏡が使用される場合、腹腔鏡からの画像は、例えば異なる種類の撮
像素子、異なる製造技術、または照明感度の差のため、異なる特性を持つことができる。
腹腔鏡からの画像を受信するコントローラは、画像のいずれか１つをマスタとして指定し
、次いで第２の画像をマスタ画像と一致させることができる。このようにして、オペレー
タは腹腔鏡による一貫した視覚化により処置を行なうことができる。加えて、本発明は、
２つ以上の内視鏡からの３つ以上の画像に使用することができる。例えば２つの画像を第
３の画像と一致させるように調整することができる。
【００４６】
　本発明の特定の実施形態を示しかつ記載したが、より広い態様では本発明から逸脱する
ことなく、変化および変形を施すことができることが、当業者には明らかである。したが
って、添付する特許請求の範囲は、本発明の真の精神および範囲に該当する限り、全ての
そのような変化および変形を網羅するつもりである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【国際調査報告】



(14) JP 2009-537284 A 2009.10.29

10

20

30

40



(15) JP 2009-537284 A 2009.10.29

10

20

30

40



(16) JP 2009-537284 A 2009.10.29

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(
BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,
CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,K
R,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC
,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  ベイヤー，　レックス
            アメリカ合衆国，　カリフォルニア州，　パロ　アルト，　アマランサ　アヴェニュー　４０８０
(72)発明者  スチュワート，　マイケル
            アメリカ合衆国，　カリフォルニア州，　メンロ　パーク，　アムハースト　９２
Ｆターム(参考) 4C061 AA04  AA05  AA07  AA15  AA24  AA25  BB01  CC06  LL02  MM02 
　　　　 　　        NN05  QQ06  TT01  TT02  TT03  WW01  WW03  WW06  WW10 
　　　　 　　  5B057 AA07  BA02  CA01  CA08  CA12  CA16  CB01  CB08  CB12  CB16 
　　　　 　　        CE11  CE17  CH16  DA16  DA17  DB02  DB06  DB09  DC23  DC25 
　　　　 　　        DC32 



专利名称(译) 用于创建和改善图像的系统和方法

公开(公告)号 JP2009537284A 公开(公告)日 2009-10-29

申请号 JP2009512138 申请日 2007-05-21

[标]申请(专利权)人(译) 阿凡提扫描医疗系统公司

申请(专利权)人(译) 阿凡提扫描医疗系统公司

[标]发明人 ベイヤーレックス
スチュワートマイケル

发明人 ベイヤー, レックス
スチュワート, マイケル

IPC分类号 A61B1/04 G06T1/00

CPC分类号 A61B1/045 A61B1/00006 A61B1/00009 A61B1/0005 A61B1/00179 A61B1/00181 A61B1/005 A61B1
/0051 A61B1/0125 A61B1/05 A61B1/0676 G02B23/2423

FI分类号 A61B1/04.370 G06T1/00.290.Z

F-TERM分类号 4C061/AA04 4C061/AA05 4C061/AA07 4C061/AA15 4C061/AA24 4C061/AA25 4C061/BB01 4C061
/CC06 4C061/LL02 4C061/MM02 4C061/NN05 4C061/QQ06 4C061/TT01 4C061/TT02 4C061/TT03 
4C061/WW01 4C061/WW03 4C061/WW06 4C061/WW10 5B057/AA07 5B057/BA02 5B057/CA01 
5B057/CA08 5B057/CA12 5B057/CA16 5B057/CB01 5B057/CB08 5B057/CB12 5B057/CB16 5B057
/CE11 5B057/CE17 5B057/CH16 5B057/DA16 5B057/DA17 5B057/DB02 5B057/DB06 5B057/DB09 
5B057/DC23 5B057/DC25 5B057/DC32

代理人(译) 池田 成人

优先权 60/801748 2006-05-19 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

调整用于显示图像的方法，以使来自内窥镜的第一成像器的图像的至少
一个特征与来自内窥镜的第二成像器的图像的至少一个对应的特征相匹
配。 包括执行步骤。 至少一个特征可以是颜色，对比度和亮度中的一项
或多项。 内窥镜系统包括：内窥镜，其包括第一图像传感器和第二图像
传感器；以及显示装置，其显示来自内窥镜的第一图像传感器的图像和
来自内窥镜的第二图像传感器的图像。 并且对图像进行尺寸调整，使得
当将对象与图像传感器等距放置时，该对象在图像中看起来近似相同。 
[选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/736e2a56-090a-4889-a528-e0e2a7104849
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038668871/publication/JP2009537284A?q=JP2009537284A

